
支承リバイバルシステム

既設鋼製支承の金属溶射と

常温亜鉛めっき塗装による長期耐久防食工法



概要

• 既設鋼製支承を金属溶射及び常温亜鉛めっき塗装することにより長
期間防食し、同時に潤滑性防錆剤を注入する技術

• 従来届かなかった狭隘部には特殊ノズルを使用してブラストを施工

• 複雑な形状やすべての既設鋼製支承に適用可能



概要

• 特に腐食の影響を受けやすい桁端部も施工可能

• 塩害を受ける厳しい環境下では、オプション仕様として、

フッ素樹脂塗料・ウレタン樹脂塗料を用いて中塗、上塗を行うことも可能



支承リバイバルシステムの特徴

• 狭隘部に対して特殊ノズルを使用し従来届かなかった範囲にも高い
除錆度を得られる

特殊ノ
ズル写
真 施工中

写真 50ｍｍ



支承リバイバルシステムの特徴

• 常温亜鉛めっき塗料を塗布することにより長期防食

一液性の液体混合物で、その乾燥皮膜に重量比で95％の高純度

亜鉛を含んでおり、封孔処理剤として使用することで支承全体の

耐久性が向上する。また、狭隘部施工と同時に封孔処理を行うことで

塗装工程が短縮し、工期短縮が図れる。有機溶剤使用量も90％減少

し、環境にも優しい技術である。



施工方法

①前工程

現場調査・足場架設・既設支承の清掃

既設支承に欠損、ひび割れ等の損傷がある場合は補修等の

対策が必要



施工方法

②潤滑性防錆剤の注入

潤滑性防錆剤(二硫化モリブデン)を、支承の上沓と下沓の滑り面

に注入



施工方法

③ブラスト処理(素地調整)
ブラスト処理により素地調整および粗面処理を行う

ブラスト面はSa.2.5～3.0に仕上げ、ISO基準により検査を行う

狭隘部には特殊ノズルを使用する



施工方法
④金属溶射

ブラスト作業完了後、4時間以内に溶射ガンを使用し溶射作業を開
始する。

溶射材料は亜鉛・アルミニウム合金線を使用し、溶射方法は溶線式フ
レーム溶射法とする。電磁式膜厚計により膜厚検査を行う。



施工方法
⑤封孔処理

常温亜鉛めっき塗料を使用し、封孔処理を行う。

塩害を受ける厳しい環境下では、オプション仕様として、フッ素樹

脂塗料・ウレタン樹脂塗料による中塗・上塗を行うことも可能



施工方法

⑥後工程

清掃、足場撤去、後片付け
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